






未熟児網膜症重症活動期病変に対する光凝固療法が,昭和 42 年に天理病院において最初に

試みられたが,すでにこの第 1 例が,14 才に達しており,これにつづいた症例も眼科的自覚

検査において信頼のできる成績をえることが可能となってきている。 


